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☆茅ヶ崎地域に住む医療的ケアを必要とする児の目ざすところと現状・課題・対策☆(案)    平成28年2月15日の会議結果 

医療的ケアを必要とする児が、在宅で、安心して生活し、成長することができる 

医療を安心して

受けられる 

療育・教育・福祉

サービスを適切に

受けられる 

家族の負担（身体的・

精神的）が軽減し、児

へのケア行える 

専門病院、地域の小児

科病院に通院でき、緊

急時への対応ができ

る 

地域の小児科診療所

（在宅医療）、訪問看

護ステーション、訪問

リハビリテーション

の対応できる 

保育園・療育機関・教

育機関で医療的ケア

を受けられる 

対応できる看護師が

いる 

家族の身体的な疲れ

が蓄積されない 

家族が精神的に安定

する 

家族同士の交流・情報

共有ができる 

短期入所・放課後デイ

サービス等が受けら

れる 

コーディネート機能：保健師等 

（母子保健担当） ・医療・保健との連携調整 

         ・関係機関との役割分担や連携調整 

（ケースカンファレンス等の開催等） 

・家族の受け止めの確認 

（障害福祉担当） ・福祉に関する相談・情報提供 

    ・福祉サービス利用支援 

     

専門家の相談者がい

る 

送迎がある 

支援のコア 

 ・ 関係機関がチームで支援ができる 
 ・ 必要時カンファレンスができる 

 ・ 情報を共有する 

 ・ 顔がみえる関係になる    

成人期になり、小児科か

ら内科へスムーズに移

行できる 

高校卒業後、福祉サー

ビス事業所で医療的ケ

アを受けられる 

兄弟児が親の愛情を

受けられる 

【中目標】 【小目標】 【細目標】 【現状】・【課題】 【対策】 

【大目標】 

☆訪問看護ステーション☆ 

・小児への対応ができるかどうか等

の実態・意識調査の実施 

・底上げとして、研修会・事例検討

会の実施 

☆当事者の思いの確認☆ 

・KCMCでの実態調査 

・自立支援協議会での協議内容・障

害者保健福祉計画策定時のヒアリ

ング内容を確認 

 ⇒ 確認と内容の把握 

☆医療機関退院時、病院でのカンフ

ァレンスに必要時、母子保健担当、

や障害福祉担当が出席し、関係機

関との役割分担と連携調整してい

く。 

＊養護学校で医療的ケアを広げる

ための条件整備が必要 

  ⇒ 県教育委員会へ 要望 

＊療育施設・保育園・小学校（普及

級・支援級）に看護師の配置をし

てほしい 

  ⇒ 施策化 

＊在宅以外（養護学校・施設等）に

も訪問看護ステーションが入っ

てほしい 

  ⇒ 国への制度改正 

＊小児科ベッド不足の課題ととも

に、メディカルショートステイや

医療機関併設の施設の検討を要

望 

◎親の交流◎ 

・養護学校での保護者のサークル 

・HWCでの交流会 

・自主サークルマナ 

◎既に実施しているところ 

☆茅ヶ崎地域でできるところ 

＊県・国レベルで検討してほし

いところ 

 

小児科病院のベッ

ドが足りない 

１保育園・5児童発達

支援事業所・センター

に看護師がいるが、足

りない 

養護学校に看護師が

いるが、足りない 

普通級・支援級には看

護師がいない 

現在、在宅医療が必

要な児がいない 

必要時の調整が課題 

送迎がないため、 

家族の負担になっ

ている 

施設での受け入れが

難しく、短期入所の利

用ができにくい 

病院での短期入院も

厳しい 

家族がどんな気持ちで、

何を望んでいるのかが

わからない 

事例対応の経験が少ない 

退院時のカンファレンス

に参加できていない時が

ある 

養護学校で胃ろうの

ショット注入に親の

支援が必要で、親が長

期間登校するため、親

の負担が大きい 

訪問看護ステーション

の小児のケアの実態が

不明 

底上げが必要 
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